
津山市埋蔵文化財発掘調査報告第61集

永 見 屋 数 跡

―作州ふるさと観光センター移築にともなう発掘調査―

1997

津山市教育委員会



序

西日本有数の桜の名所津山城跡は、鶴山公園として市民に親しまれ、城下町津山の象徴となっていま

す。市内各所にはまた、往時の面影を残す通 りや建物が残 り、市民にとっては江戸時代はまだ生活の一

部でもあります。そのこともあってか、江戸時代の遺跡が発掘調査の対象になることは従来あまりあり

ませんでした。

「作州ふるさと観光センター」の新築にともない、対象地が津山藩重臣屋敷跡ということで、その予

定地の確認調査を実施することとしましたcその結果、地表からかなり深い位置に予想に反して江戸時

代の屋敷跡が残されていることが分かり、一部ではありますが発掘調査を実施 しました。

城郭内全体の遺構の保護にも、今後は具体的な方策が必要なことを痛感しております。

最後になりましたが、調査にあたりご協力をいただいた津山市観光協会の皆様を始め、関係各位に厚

くお礼申し上 ,デ ます。

平成 9年 3月 31日

津山市教育委員会

教育長 松 尾 康 義
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1 本書は、平成 8年 6月 10日 から同7月 30日 まで津山市教育委員会が実施した、作州ふるさと観

光センター移築工事に伴う武家屋敷跡の発掘調査報告書である。調査地点の地番は、岡山県津山市

山北 97番地の 1である。

2 調査面積は150m2で、調査に要した経費は津山市観光協会が負担 した。

3 発掘調査は、津山市教育委員会津山弥生の里文化財センター中山俊紀が担当し、シルバー人材セン

ター井上操、影山裕士、中島利員、福田史郎、森田一弘の各氏の参加を得た。なお、調査の実施に

あたっては、津山市観光協会事務局長野日米昭氏に種々のご協力をたまわった。

4 本書の編集と執筆は中山がおこなったが、第 1章 1(2)は 郷土博物館尾島治の執筆によるもので、

遺物の復元・瓦拓本の作成等では文化財センター野上恭子さんの手をわずらわせた。遺物の評価に

あたつては、岡山市教育委員会乗岡実氏、文化財センター行田裕美氏の多大なご教示にあずかつた。

5 本書で使用 したレベル高は、海抜絶対高であり、方位は磁北である。

6 出土遺物、図面、写真等はすべて津山弥生の里文化財センターに保管している。
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第 1章 は じ め に

1.発掘調査地点の歴史

(1)城郭内の位置

津山城の築城は、慶長 8年 (1603)信 濃の国から美作に入封した森忠政により同 9年秋から吉井

川を南に見おろす鶴山の地、山名氏の旧塁の跡で始められた。東側を宮川でさえぎり、他の 3辺を内堀

で囲う平山城で、起工から完成までに13年を要した。本九、ニノ丸、三ノ九、総曲輪を有 し、総郭内

面積は68, 436坪 である。森氏が 4代 (95年間)続いた後嫡子がなかったため廃絶、その後松平

氏が 9代 (170年間)続 き明治維新を向かえる。

南面にある現在津山高校同窓会館が建っている基礎石垣は大手門遺構の一部で、大手門を入ると上級

の武家屋敷が広がる (図 2)。

調査地は、このうち南面に広がる武家屋敷地を2分する西の三階町門から東の宮川門に至る幹線路と、

図1調査地点位置図 (縮尺1:30000)
1調査地点 2衆楽園 3神楽尾城跡 4嵯峨山城跡 5荒神山城跡

大手門から北進し城山に昇る表玄関道路の交差する北東角地にあたり、正面登城道路に面した最重要な

部分に位置する。この登城道路両側に広がる屋敷地は、津山藩重臣たちの居所とされていた。

嘉永 7年製作の町割図には、該当の居住者名として「永見姓」が記されている。この永見氏は、松平

氏の一門で家老職を勤めたこともあり、廃藩置県後東京に移 り住み松平姓を名乗ったといわれている。

瑚
津
ザ

１
‐
，

　

　

Ｆ
け
／

′
―

郡
勁

郁

偽

�

抑

焔
輸
郵

２

〕Ц

丞
巽身

- 1 -



(2)居住者の変遷

はじめに

ここでは観光センター用地の近世における居住者に関してその概略を述べることを目的とするが、近

世における武家屋敷地の区画は現在の観光センター用地の区画とはそのままには一致 しないのでその点

をまず確認 しておきたい。

近世におけるこの屋敷地の西狽Jと 南側の境界は道路に面しており、現在と大きくは相違しない。しか

し、東に向かってはかなり広 く、現在の津山郷土博物館 と接する付近までが含まれていた。また、南北

は、北側の科学教育博物館との境界付近を境として、南北二つの区画に分けて利用されていた時期と、

北側も含んで南北一区画として利用されていた時期がある。そこで、観光センター用地を含む南側の区

画を南屋敷、北側の科学教育博物館を含む区画を北屋敷と表記 して記述を進めることとするが、いずれ

にしても観光センター用地の敷地はその一部分でしかない。
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図 2調査地点位置図 (縮尺 1:4000)
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森家時代の居住者

『森家先代実録』巻第十五「慶長八癸卯年五月作州津山侍屋敷割」
(1)に よれば、森時代の南屋敷の歴

代の居住者は「渡部豊前、赤座内膳、森宗兵衛、池村縫殿、同縫殿天和亥年九月二日御暇、塚田三郎兵

衛、井上四郎兵衛」となっている。これが居住年代順になっているかどうか確証はないが、人物名から

は年代順と見てもよさそうである。ただし、屋敷地に関しては、同一人物で南屋敷以外の隣接屋敷地の

居住者として名前が上がっている場合もあり、人物によっては南屋敷を含む広大な屋敷を持つていた時

期もあったと思われる。そのような場合も含めて、ここでは一応南屋敷の居住者として取 り上げていく。

ちなみに、北屋敷は「各務四郎兵衛 (八千石、高田城預かり)、 森対馬殿 (森対馬守可政)、 御菊様後

号興 (晃)昌院殿 (忠政第六子)、 右近様 (森右近大夫忠広)、 備前守様 (関備前守長政)、 大蔵様 (関

大蔵長治)」 となっている。

以下、南屋敷の住人たちの概略について個々に見てみよう。

渡部豊前は千五百石取 り⑫)、 森家譜代の重臣で家臣団の中心となる六人の組頭のひとりであつた∞)。

大坂の陣にも組頭として出陣し、戦功をあげている。

赤座内膳は、寛永三年 (1626)、 津山藩森家初代藩主忠政の三男忠広 と将軍秀忠の養女となった

前田利常の娘との婚礼に際しては、組頭に次ぐ位置に名前が見えており、かなり上位の家臣であったと

思われる律)。 しかし、「忠政君御代寛永十癸酉之年正月侍帳」には既に名前が見えない6)。 ただ、一族

と思われる赤座主殿は知行二千石
“

)、 組頭格に名を連ねておりは)、 内膳 もその程度の重臣であったと

思われる。

森宗兵衛三信は森忠政の叔父森対馬守可政の孫で七千石。父条女可春、宗兵衛三信、子条女三隆と続

く代々の組頭であり∝)、 万治から寛文にかけては、筆頭家老にあたる執権職にあったΦ)。 また『森家

先代実録赳巻第十四「累世役人姓名録」
Qの では延宝二年 (1674)秋 から貞享四年 (1687)冬

までの期間も執権職を勤めたことになっている。

池村縫殿助正武は知行二千石、年寄役で城代を勤めていた。二代藩主長継の子長基の養育にあたって

いたが、天和三年 (1683)九 月二日に森家を去っている(11)。 その詳細に関しては記載されていない。

『森家先代実録』巻第十四「累世役人姓名録」
(1か には、歴代の城代組頭の最初に池村縫殿正則の名が

見える。正武との関係は不明であるが、池村家は代々の重臣であったと見るべきであろう。

塚田三郎兵衛に関しては、前述の池村縫殿助が森家を去るに当たって、本人への申し渡しが塚田三郎

兵衛宅にて行われたとあることからQ°
、塚田三郎兵衛も城内に屋敷を構える重臣であったと見られる。

池村縫殿助の退去後、貞享元年 (1684)三 月二十九日に塚田三郎兵衛の家が会所となって、池村縫

殿助の家屋敷が塚田三郎兵衛に与えられた(10。
塚田三郎兵衛の役職や知行高に関しては詳細不明である。

井上四郎兵衛は千石、城代組頭であった。この南屋敷を与えられたのは元禄七年 (1694)十 一月

朔日の屋敷替えによるもので、塚田三郎兵衛跡屋敷に入ることになったのである°5)。
ちなみにこの時

には内山下の重臣の数多 くが屋敷替えになっている。

井上四郎兵衛については、『津山温知会誌』第八編に掲載される四代藩主長成時代の「森家分限帳」

には、「御城代 鉄砲三十挺 千石 井上四郎兵衛」と記載されている。また、『森家先代実録』巻第十

四「累世役人姓名録」
Q① では、 「城代組頭」七名の最後に「井上四郎兵衛重政」の名が見える。しか

し、寛永十年 (1633)の 侍帳では千石以上の重臣の中には井上の名は見られない(17)。 それが、元

禄十年 (1697)の 侍帳では長尾隼人、森条女らと共に知行千石の組頭として登場している。しかも、
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図 3屋敷割図1 17世 紀後半 [森家時代]津山地図 (弓斎叢書 263)よ り作成

図4屋敷割図2 17世 紀末 [森家時代末]森家先代実録附図より作成
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井上の組には他の軍団組織的な組編成と異なる特徴があり、郡奉行、町奉行、勘定奉行など行政部門で

の役職者がほとんど井上四郎兵衛の組に集中しているのである(19。 これは、城代という役職に伴う行

政部門を中心とした組編成が行われていることを示 していると同時に、井上四郎兵衛がその行政手腕で

立身を遂げたことをも推測させる。

松平家時代の居住者

元禄十年 (1697)の 森家改易の後、翌元禄十一年 (1698)に は松平家が入封 し、家臣の屋敷

割 りが実施される。大多数の家臣の屋敷は鎖で決定されたが、内山下の一族や重臣の屋敷は石高や格式

に応じた配置が成されたと見るべきであろう。

そして、『森家先代実録』付図(1の
及び「元禄十一年松平侯御入封侍屋敷割帳」

⑫のによれば、この時

に森家時代の最後の居住者井上四郎兵衛の屋敷跡には松平家譜代の重臣安藤靭負が入居 したものと思わ

れる。安藤靭負は高千石、城代である優1)。 これらの資料では南北の敷地は分割されたままであるが、

北屋敷の入居者は記載がない。

しかし、元禄頃の様子を描いてあると思われる「津山地図」
⑫めによれば、この頃の北屋敷には「三

州様御殿」とあって、津山松平家初代藩主宣富の義兄にあたる松平綱国が入居 していたことが分かる。

綱国は藩主にはならず、三千石を与えられていたの9

その後、遅 くとも正徳五年 (1715)ま での時期に大規模な屋敷替えがあり、安藤靭負は伊藤善人

郎の屋敷跡に移 り、安藤靭負屋敷跡には、三階町門内側に屋敷を構えていた立長院が入居 した彼つ
。立

長院は綱国の母である。

そして、この屋敷替えと一連のものと思われるが、綱国が現在の鶴山球技場の場所に移っている°つ
。

その跡の内山下の北屋敷には綱国の子安藤斎宮が入居 した(26)。 この時、綱国の子は安藤姓を称 し、高

千石を与えられて家臣となっていた。その後、綱国が正徳五年 (1715)二 月に宮川二本松邸に移っ

たため⑫め、同年二月十日には斎宮から名前を変えた安藤主殿が旧綱国屋敷を拝領 した⑫め
。この結果内

山下の北屋敷が空き、南側の屋敷については、立長院が宝永四年 (1707)人 月十日には没 している

ため、その後の早い時期に屋敷が明けられたと思われる。結局正徳五年以降南北両区画ともに明き屋敷

となり、享保七年 (1722)の 城下町絵図 (2の において、両方とも「御作事預 り」と表記されること

になったのであろう。

享保十一年 (1726)正 月には、主殿の子安藤造酒之助が南北両区画の屋敷を与えられて、入居す

る°0)。
その後安永二年 (1773)に は、造酒之助は安藤姓から綱国の出自である永見の旧姓に復 し

ており(31)、 以後この敷地は永見家の屋敷として明治に至る。

明治三年 (1870)に は永見姓から再び松平姓に戻 り、松平静馬の屋敷とされるが (3め
、ここでは

北屋敷のみに松平静馬の名が記載されてお り、明治三年時点での南屋敷の様子は不明である。

おわりに

ここまで近世における当該屋敷の居住者に関して概略を見てきたのであるが、これら居住者の地位の

高さ、大手門から城郭内部へ通じる主要路の一角という地理的な重要性などから、この遺跡の価値は明

らかであろう。このような遺跡の発掘調査から得られる新資料に関連するものとして、津山城の構造的

な研究や武家屋敷の建築史的な解明のみならず、城下町の建設状況や家臣団の編成原理など究明すべき
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例竪菫
図 5屋敷割図3 1 7世紀末 [松平家時代初] 津山地図 (弓斎叢書 265)よ り作成

図 6屋敷割図4 18世 紀初 [松平家時代]津山古図 (弓斎叢書 269)よ り作成
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図 7屋敷割図5 享保 7年 (1722)[松平家時代]津山御城下惣絵図より作成
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図 8屋敷割図 6
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図 9屋敷割図 7 18世 紀末 [松平家時代]津山城郭之図より作成
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図10屋敷割図8 明治 3年 (1870)[松平家時代末]
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問題点は多い。今後、こうした発掘調査による城下町研究の進展がますます期待される。

(尾 鳥 治)

注

(1)新見本『森家先代実銅 、津山市立図書館蔵。

『森家先代実苅 は文化六年 (1809)に 編纂が完了した森家の年代記である。津山藩森家の後裔である

赤穂藩森家によって編纂作業は進められたが、当時としてはできるかぎりの資料を精査しており、津山藩森

家の歴史を知るには欠くことのできない基本資料である。『森家先代実録』の原本は森家に所蔵されているが、

いくつかの写本もあり、その一つが新見市所蔵の新見本である。『森家先代実録』は原本を底本として『岡

山県史』第二十五巻・津山藩文書に抄録されているが、その未収録部分を津山市立図書館に所蔵される新見

本の複写によって補った。そこで、本稿においては新見本と『岡山県史』所収部分とを区別して注記してお

くこととする。

(2)「侍知行免定帳」 (新見本『森家先代実録」巻第十七、津山市立図書館蔵)。

(3)『森家先代実録」巻第六 (『岡山県史』第二十五巻・津山藩文書、山陽新聞社、 1981年 )66頁 。

(4)同上、 105頁。

(5)新見本『森家先代実録』巻第十六、津山市立図書館蔵。

(6)同上。

(7)「 累世役人姓名録」 (新見本『森家先代実録』巻第十四、津山市立図書館蔵)。

(8)同上。

(9)『津山市史』第三巻、津山市、 1973年 。

10前掲「累世役人姓名録」。

住0『森家先代実録」巻第八 (『 岡山県史』第二十五巻・津山藩文書、山陽新聞社、 1981年 )150買 。

こ分前掲「累世役人姓名録」。

10『森家先代実録』巻第八 (『岡山県史』第二十五巻・津山藩文書、山陽新聞社、 1981年 )150頁 。

10『武家聞伝記』巻十六 (岡 山大学附属図書館所蔵写本)

『武家聞伝記』は森家の家臣木村昌明によって編纂された記録で、『森家先代実録』の編纂に際しては基本

資料となったものである。編纂の時期は延宝年間から元禄十年～十一年頃と思われ、その資料的価値は高い。

岡山大学附属図書館所蔵の池田家文庫に写本が収蔵されている。

10『武家聞伝記』巻十人 (岡 山大学付属図書館所蔵写本)

住0前掲「累世役人姓名録」。

口 「忠政君御代寛永十癸酉之正月侍帳」 (新見本『森家先代実録』巻第十六、津山市立図書館蔵)。

19「元禄十巳年二月侍帳」 (新見本『森家先代実録』巻第十六、津山市立図書館蔵)。

Q9『森家先代実録』には城郭と城下町を描いた 3枚の付図があり、その写しが津山郷土博物館に所蔵されてい

る。

20『津山温知会誌』第八編、 1915年 。

20「宝永五年正月津山藩士分限帳」 (『津山温知会誌』第六編、 1913年 )。

29弓斎叢書265(矢吹家文書、津山郷土博物館寄託)。

90前掲「宝永五年正月津山藩士分限帳」。

囲 「津山古図」弓斎叢書269、 「津山城図」弓斎叢書283(矢吹家文書、津山郷土博物館寄託)。

29前掲「津山古図」弓斎叢書269。

20同上。

2分 前掲「津山城図」弓斎叢書283。

20同上。

29「津山御城下惣絵図」、津山郷土博物館蔵。

80前掲「津山城図」弓斎叢書283。

eO「永見家勤書」、津山郷土博物館蔵。

eの 「明治三年津山藩士邸配置図」 (『津山温知会誌』第二編、 1909年 )。
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(3)発掘調査の経緯と経過

津山市山北 97香地の 1に存在する「作州ふるさと観光センター」を場所移動 し木造鉄骨造 りで全面

的に建て直す計画があるので、埋蔵文化財の事前調査が必要かどうかの打診が平成 7年秋に、津山市産

業部からあった。津山市では従来、江戸時代の「遺跡」について発掘調査の対象とするのかどうか明確

な基準がなく、その対応について文化財センターで協議。対象地が重臣の屋敷地であり、内堀のなかの

重要部分にあたることから確認調査を実施する必要がある、との結論を得てその旨産業部に回答 した。

文す象地は、観光センターの駐車場として使用されていたため、 5月 の観光シーズンをはずし、地上物

の撤去がすんだ平成 8年 6月 10日 に、重機を用いて確認調査を実施 した。

確認調査は、対象地東側部分に東西南北に試掘溝を設定し、掘 り下げをはかるという方法をとった。

現地表下約 lmま では、かっての構造物基礎であるコンクリートやぐり石、水道管、瓦などを含むゴミ

穴等が多数発見されたが、武家屋敷を思わせる遺構等はみあたらなかった。しかし、コンクリー ト基礎

部分下も盛土とみられたので、さらに掘 り下げを図った。その結果、試掘溝南端の現地表下約 1.2m

ほどの部分で、排水溝に伴うとみられる河原石が並び発見され、近世磁器が伴っていたことから、江戸

期の遺構が予想外に深い位置に遺存していることが判明した。

このため、産業部の仲介をうけ、事業主体である社団法人津山市観光協会と取扱いを協議。観光協会

図11 調査区平面図 (縮尺 1:600)

が調査費を負担す

ることで、発掘調

査の実施が決定さ

れ発掘届が提出さ

れた。

発掘調査は、平

成 8年 6月 18日

から着手、同7月

30日 に埋め戻 し

を完了した。

調査範囲は、建

築予定地のうち既

設建築物、駐車ス

ペース等を避け、

東側部分約 15

0m2で、その他の

部分については、

基礎工事が遺構面

に達 しないことか

ら、後日工事に際

し立会をおこなっ

た。
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第 2章 発 掘 調 査 の 概 要

基本的層序

調査区の基本的層序を、調査区北東角の試掘溝断面 (図 12)で説明する。現駐車場の海抜高は概 9

1.5mで、図中の第 1層及び第 2層 は、旧建物を取 り壊 した後の駐車場整地土。それぞれ上層はジャ

リ下層は真砂である。第 3層 は厚さ30伽程の暗褐色土で、コークス状の細粒子を多 く含んでいた。調

査区全域が同様な状況を呈していたため、一時に埋め立てられた土層であることは明かであった。第 3

層の造成以降現代建物が建てられたため、そのコンクリー ト基礎やぐり石が第 3層 中を縦横に走 り、水

道管や明治以降とみられる瓦片廃材等も多 く埋め込まれていた。

なお、第 3層 中には、シックイ壁が崩壊 したとみられる堅固な白色の残片が含まれており、この埋立

の時期は明確でないが、それ以前までは付近に武家屋敷時代のシックイ塀が遺存 していた可能性が考え

られた。

第 4層 は、暗褐色土で、瓦を多 く含んでいた。江戸期の遺構面直上に相当し、下底面に薄く炭化物層

が広がっていた。その炭化物層が、武家屋敷取 り壊 し時期に対応するとみられるので、第 4層 は明治以

降の堆積層と考えられる。第 5層の掲色土及び第 6層の暗褐色土層は基本的には同一成因の上層と考え

られるが、上層には地山の切土ブロックが含まれ、下層にはそれが含まれないので区分した。両者はと

もに江戸期の第二次造成による土層とみられる。

第 7層以下第 11層 に至る土層はおおむね山の切 り上で、一時に人為的に埋め立てられたことも明確

で、これらは第一次造成層に相当する。この第一次造成層下は第 12層 の青灰色粘土層で、掘 り下げは

その上面でとどめたが、旧河川氾濫原に形成された粘土層と判断できた。

8                   2M

1駐車場整地砂利層
2   ク  マサ
3暗褐色瓦礫層
4暗褐色土層 (瓦多く下面に炭化物の薄
い層が広がる)

5褐色土層 (山切土層、含む瓦)

6暗褐色土層 (5と 同一性格の土壌とみ
られるが、切り土プロックを含まない)

7灰色砂層
8黄褐色地山切り上
9暗黄褐色土 (粘質地山切り土)

10暗灰色細礫層
11暗灰色粘質土層
12青灰色粘土シルト層(縮尺 1:80)図12 基本土層断面図
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2.初期造成

1で説明した土層断面観察から得られた知見を基に、この武家屋敷地の履歴について、以下概要を説

明したい。

第一次造成土下に存在する軟質の粘土シルト層は、その地盤が居住区としてはとうてい使用できる状

態ではないことを示 している。調査地点は城山直近の裾部にかかわらず、少なくとも津山城築城以前は

吉井川の氾濫原か、せいぜい湿地水田としてのみ利用されていたのではないかと、そのグライ化 した土

壊から推測できた。なお、造成土最下層第 11層から勝間田焼とみられる小片が発見されているが、造

成土に混入したものであり、造成の時期を示すものではない。

第 11層 には、その他の遺物が含まれておらず、出土遺物により初期造成の時期を限定することはで

きないが、造成土断面にみる埋立の状況から、造成はいっきにおこなわれたと判断でき、江戸期の二次

的造成層がその上層に存在することから、初期造成は江戸期前半の蓋然性が高いと判断できた。

また、この第一次造成に伴う遺構として井戸、建物礎石列、井戸排水とみられる石列をともなった溝

等が発見されているが、井戸石組及び排水溝に用いられている主要石材は、いづれも、津山城石垣に用

いられているのと同質の流紋岩切石であつて、そのことはその造成が津山城築城工事 と一連のもので

あったことを推測させた。

3。 第二次造成

第二次造成上に相当する第 5層 は、 20～ 3 0cmの 土盛 りで、一部で川砂を多く含みながら調査区全

体に均等に広がっている。このことは、敷地全体の大幅な再造成を推測させる。

第二次造成土上の遺構としては、井戸及びそれに付帯する溝、東西方向の「通路」側溝とみられる併

行 した小溝などがある。この井戸は、下層の井戸をそのまま踏襲 しており、第二次造成の嵩上げにとも

ない井戸枠を持ち上げ使用 したらしく、井戸端は嵩上げした面に新たに整えられている。この際、当初

の井戸排水溝には偏平な板状石材で蓋がかけられ、少なくとも井戸端は暗渠とし排水機能がそのまま維

持されていた。また、二次造成土中には瓦破片が多く含まれていた。なお、側溝土留などにもちいられ

ている石材は不均質な河原石や割石で、第一次造成に伴う用材の用い方と趣を異にする。

井戸の再利用のあり方からみれば、継続使用の要素が強いが、溝位置や方向、井戸端のあり方から推

測すれば、敷地内の建物の配置が全面的に改められた可能性が強い。

4.廃絶

第二次造成土上の第 5層下面には、庚化物の層が薄く広がり武家屋敷の取 り壊 しに対応すると考えら

れるが、第 5層 の厚さは、取 り壊 し以降も比較的永い期間同レベルで生活が営まれ続けたことを示して

いる。古 くは空き地であったとの証言もあり、その間の地積もあろう。その上層に厚 く盛られたコーク

ス状の細粒子を含む厚い堆積層は、比較的近年に埋め立てられたと判断できるが、井戸はそれ以前に埋

めたてられ、建物も建てられたことが、井戸の埋土上に存在する礎石ないしは根固めの石材の存在から

推測できる。明治以降も形状を変えず、比較的永 く利用され続けたのであろう。
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第 3章 ヒ退 構

1.建物

下層造成面に置かれた偏平石が 4個、石材の抜き取 り穴とみられるものが 2穴計 6っ の礎石ないしは

礎石の痕跡の存在を示す遺構 (Pl～ P6)が等間隔で直線状に並び発見され、建物の存在が想定され

た。この礎石列北端の石材の延長上すぐ北にやや大振 りの偏平石材 1(P7)が 存在するが、これは他

の礎石上面高よりやや低 く、趣を異にする。また、南端の石材から東に90度の位置に、これもやや大

きめの偏平石材 (P8)が発見されたが、発見位置は南北の石材配置間隔より広 く、一連のものかどう

か半J然 としない。

想定される建物としては、この柱列を西限とするものと東限とするものの 2通 りが考えられるが、西

限と想定 した場合、西辺軒先が井戸と接近 しすぎる上、井戸にも覆屋が当然想定されるので、井戸と両

立 しにくい。井戸は、後に述べるように、初期造成以降永続 して存在 したと判断できるので、その場合

井戸掘削以前の建物であると考えるか、井戸おも覆う建物と考えるかの 2つの可能性を想定せざるをえ

ない。

第二次造成時に南辺および西辺の多くの礎石が取 り去られたと考え、北側に散在する礎石を組み合わ

せれば、概ね井戸覆屋と考えられる図 13の ような建物が推定でき、この方が可能性が高いように判断

される。

また、南端部に南北に連なる溝縁石の東辺に据えられた石材は、いづれも大振 りの流紋岩の切 り石で、

西辺の粗雑なつくりの河原石列と対比すれば、それらはなんらかの建物敷地界を示 していると推定され

る。ただし、その想定のもとに対応位置を精査 したが建物礎石らしいものはまったく発見されなかった。

2.井戸

発見された石組井戸は、残存部口部直径 80伽下底部直径 lm強の壁面裾広がりな断面を呈する。深

度は、第一次造成面から約 2.lm、 第二次造成面から約 2.4mで底の岩盤に達する小振 りの井戸であ

る。調査時も、清水がこんこんと湧き出しきわめて水量豊富であったが、その規模から、当初は重臣の

武家屋敷にふさわしいものかどうか疑念がもたれた。側壁はすべて流紋岩の割石で、おおむね小日積み

で築いていた。

掘方は、口部直径 2mで控えに小礫を用いているが、この井戸を観光センターが建築後利用 しようと

の計画が持ち上がり、掘方までは調査 していない。

先にも説明したように、その井戸は第一次造成時に既に存在 していた。これには、南方に排水溝が取

り付き、井戸端南東コーナーとおぼしき位置に小礫を含むコンクリー ト状のたたき面が一部遺存 してい

た。建物の項で推定 した東側の礎石列と散在する礎石らしき平石を組み合わせた図 13の ような構築物

が妥当とすれば、それは覆屋であろう。

この井戸は、第二次造成に際し上部のみかさ上げし、そのまま利用 しており、その際もとの排水溝に

は流紋岩の大きな平石を蓋にかけ暗渠として機能を保たせていたようである。
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図13 第一次造成面平断面図 (縮尺 1:80、 見とおし1:40)
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図14 第二次造成面平断面図 (縮尺 1:80、 見とおし1:40)
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二次造成により装いを新たにした井戸には、北辺及び東辺は必ずしも明確ではなかったが、四周に排

水滞が掘られ、南及び西辺には両側に土留石材が配されていた。当然覆屋の形態の変更が考えられるが、

これにともなう覆屋の痕跡は、いっさい発見されなかった。

明治以降と考えられる廃絶時には、第一次造成面まで井戸上部を大きく椀状に掘 り下げ井戸枠を取 り

去っており、その掘形と井戸内に多量の石材および瓦や陶磁器類を投げ込んで埋めたてていた。

溝埋土下部で、竹の小片がわずかに発見された。中子を抜いた竹を立てて埋め立てる廃絶時の風習を

示しているのだろう。また、椋IIBl様の手待の部分とみられるもの (図 15-3)が 発見され、井戸替の

状態を推測させる。

概観すれば、この井戸は津山城築造当初に掘られ、永 く明治以降まで利用され続けたものと判断され

る。

3.溝

第二次造成に伴う井戸四周の溝以外、溝としては第一次造成面の井戸から出る南北の排水溝ないしは

建物の雨落ち溝 (図 13-Dl)、 第二次造成面での通路側溝を兼ねたとみられる東西方向の 2本の溝 (図

14-D2、 D3)が発見された。井戸排水溝は、井戸中心から約 3m程の部分以南は東側に比較的大

型の石材を用いて、整然と土留の石が配されている。この石材はすべて流紋岩の割石で統一されており、

いかにも建物敷地を画するかのように観察される。この状態が建物と対応するものであるならば、その

建物縁溝と井戸〕F水溝は直線でつながり、建物は井戸と対応する建物であった可能性が強い。溝幅は、

約 3 0cmほ どであるが、西側の縁石は対象的に小振りの河原石が乱雑に散在して並べ置かれていたにす

ぎない。

第二次造成にともなう東西方向の溝は、各幅約4 0cmで約 2m間隔を保ち併行して掘られていた。こ

のうち、北側の溝 (図 13-D2)は 西側の約半分が濤幅半分程に後に埋め立てられ、埋め立てた南側

の縁には乱雑に多くの石材が並べおかれていた。二次造成に伴う溝は、井戸四周の溝も含め主として河

原石が用いられ、流紋岩の割石は皆無の状態であった。いづれの溝も、上縁および底のレベルは東に下

降し、排水は東方へ流れていたことは確実である。D2-D3間 は、周囲と埋め土の状態が異なり瓦破

片や礫が多く混じって、この部分が通路として利用されたことを思わせた。
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第 4 物

1.磁器類

古手の磁器として、明の染付皿小片 1点が、下層井戸の暗渠状溝から発見されている。この他磁器類

が発見されているが多くはなく、いずれも日常雑器とみられるもので、肥前系のものが大多数を占める。

図 14の 1は、伊万里一重網目文染付湯呑みで、上層井戸を取 り囲む溝底から見つかっている。 17世

紀後半のものとみられるが、その他大半は 18世紀から19世紀前半のもらしい。図 14の 2は、上層

南端の通路南側溝埋土上から見つかった伊万里鉢で、見込みに4花のデサインを、外面に花鳥風月の模

様が描かれている。高台部に窯印かとみられる「益」字が描かれている。明治期に属するもので、武家

屋敷廃絶後の廃棄品とみられ、出土状況とも一致する。

2.陶器類

図 14-3～ 5は、陶質の一升徳利とみられる。外面は赤褐色で平滑、細線の白色字模様が描かれて

いる。内面は、嘘輯引き上げによる凹凸が目立つ。濃緑色の釉が厚 くかかるものと、赤褐色の陶質地肌

のままのものがある。丹波あるいは備前産のものであろう。この他数個体の存在を示す破片が井戸埋土

及び井戸埋土上部で発見され、それぞれ製作時期にも大きな幅のあることが推測される。

図 14-7は備前焼帽鉢で、 17～ 8世紀のものであろう。その他、井戸埋土あるいはまわりから唐

津系鉢、京焼系椀、備前焼燈明皿等の破片が見つかっている。

3.瓦類

図 15-1～ 4は 、鬼瓦とみられる破片である。 1は 、粘土塊を平な表面に貼付け家紋をあしらった

ものとみられるが、残存部分が小さく全容は把握 しがたい。残存部分から推測すると、家紋は「山蔦」

であつた可能性がある。きわめて堅牢に焼かれており、整形の特徴から江戸時代のなかでも古式の瓦で

あろうといわれる。図 15-5～ 8は軒九瓦。いずれも三ッ巴。肉厚の巴文・朱文をもつもの (5)か

ら、凹凸の少ない細かい文様のもの (8)ま で幅がある。いづれも、江戸時代に属すると考えられる。

図 15-9～ 12は、軒平瓦。 9～ 11は唐草文、 12に は、兎をあしらった唐草文がつけられてい

る。平瓦のうち図 15-9は 、江戸時代初期に遡る可能性が強く、他も江戸時代に属するものであろう。

4。 その他 の遺物

図 14-6は 、塩重の蓋で土師質。内外面とも淡赤褐色を呈する。

図 14-9は 、用途不明の砂岩製石製品。井戸埋土中から発見された。内面を半円筒状にくり貫き、

2個体をあわせて使用 していたことがうかがわれる。外面の三面には併行斜線状の加工がくわえられて

いる。タト面にはすすが多量に付着し、竃様の設備で、火の強 くあたる位置に用いられたものと推測でき

る。おそらく煙突の部材であろう。

図 14-8は 、株TEl製の手需で、最小の 1単位をまとめたもの。この種の単位を多数束ねたものとし

て使用するのは、現在発掘調査で用いる手需となんら違いはない。ただ、現在のものと比較すると、東

ねるために用いられている銅線は極めて細い。この他バラバラの状態で株AIBlの繊維が多数発見された。

立早 泣退
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図15 出土遺物 (縮尺 114)
1伊万里湯呑み  2伊万里鉢   3-升 徳利  4-升 徳利

7備前橋り鉢   8手 特倍Ь分) 9用 途不明石材

5-升徳利  6塩 壷蓋

時期は不明であるが、井戸掃除の際の必需品として用いられるものであり、井戸が江戸初期に掘 られた

と考えられるのに埋土中に時期の遡る遺物が発見されなかったのは、再々井戸掃除が行われていたとも

考えられる。

この他、竹材がバラバラ状態で発見されたが、中には筒状に遺存するものもあり、節部分の内側が抜

かれていることから、井戸の埋立時に立てて用いられるとされる竹の残片であろうと推測された。

また、曲物残片と考えられる底板片、枠板破片も出土 している。
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図16 出土遺物 (縮尺 1:4)
3鬼瓦  4鬼 瓦  5軒 丸瓦  6軒九瓦  7軒九瓦

10軒平瓦  11軒平瓦  12軒平瓦
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第 5章 ま と

以下、今回の調査によって判明したこと及び問題となったことについて箇条書きによりまとめとした

彰ヽ
。

1.調査地点の造成前の状態

ほんの一部を調査したのみで確実ではないが、造成土以下は粘土シルト層で構成されており、造成以

前の対象地は吉井川の氾濫原であったと推測できた。津山城との位置関係からみれば、調査地点は津山

城築造当初には、屋敷地として造成されていたことは明かで、初期造成は江戸時代に限定できることか

ら、津山城築城以前の対象地は、氾濫原ないしは未利用地であったと判断できる。

2.初期造成

初期造成面に伴う井戸石組や溝縁に使われている石材はいずれも流紋岩で、津山城の石垣など築城時

の主要石材と一致することから、屋敷地造成は築城関連工事として実施されたことが考えられる。

3.第二次造成

幕末までの間に、大きく再造成がなされている。遺物による造成時期の特定は困難であったが、森か

ら松平に移行する時期と大きくはずれない可能性もある。これに伴い、井戸や溝が作りなおされている

が、造成後追加して用いられている用材は大小不揃いの河原石や廃棄瓦である。また、想定される井戸

上屋にしても粗末なつくりのものであったことが想像された。

この第二造成以降に伴う磁器類は、日常雑器にほぼ限定され、比較的質素な生活ぶりが想像できる。

4.居住者の変遷

文献資料から推測できる対象地の居住者名の変遷からみると、森時代には短期間に次々に居住者が交

替しているが、松平時代にはその姓の相違があっても、ほぼ全期間一族が継承相続していることが窺え

る。このことは、森時代の屋敷割に公的性格が強く、松平時代の屋敷割に私的性格が強いという時代の

性格の変遷を示しているのであれば、非常に興味深い。

5.武家屋敷以後

第二次造成層上面には薄く炭の層が広がり、この炭層が江戸期建物の取り壊しに対応しているとみら

れるが、その上層にも生活層の堆積が厚くあり、明治以降も敷地が永く継続使用 (空地であった時期も

含め)さ れていた様子が窺われる。こののち、コークスを含む厚い造成土でかさあげされるが、その時

期は不明である。それ以前に丼戸が埋め立てられ、建物も建てられている。おそらく最終的なその嵩上

げは大正末以降のことであろう。なお、この造成土の中に厚く堅固なシックイ壁破片が含まれており、

少なくともこのころまで武家屋敷の壁が付近に存在していた可能性が強い。

また、鬼瓦に残る家紋風の文様が「山蔦」であるならば松平と対応する可能性があり、松平時代の居

住者の性格に一致する。

め

-20-



P LHl

|■   |工↑=

|ギ
′

■iS撫

:、1体
ヶン

鞄

轟
一イ
ギ
一
　
′キ．‐転

．・．
〓
一
一
一一一一

・一一一≡
≡，
一

一，



PL.2

―
■―帯氏鋭,



PL.3

，

●■
タ

ェ

～
，
４

F越勢
lirll― |―

―
― ―|||

Γこ…Ⅲチ
'ユ・■弩干''Ii

予,軽

I率

:霙三炎蓬護目i遷異
1(奨

環曹Pら
) 2第一次造成面、溝 Dl及び暗渠

4第一次造成面、暗渠及び溝 Dl
(南東から)



P LB4

七々

|二1'F'lHi:演
こユiii:lti〕

Lィ 】

15

19

ヨζこと与彗捨:号1里
号頓]帯:言三ξ,どあ



報 告 書 抄 録

ふ り が な なが み や しき あと

圭
一 名 永 見 屋 敷 跡

副  書  名 作州ふるさと観光センター移築にともなう発掘調査

巻 次

シ リー ズ 名 津山市埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ番 号 第61集

編 著 者 名 中 山 俊 紀

編 集 機 関 津山市教育委員会・津山弥生の里文化財センター

所 在 地 〒708 岡山県津山市沼 600-1 TEL 0868-24-8413 FAX 0868-24-8414

発 行 年 月 日 西暦1997年 3月 31日

な

跡

が

遺

り

収
ふ
所

ふ り が な
所  在  地

コ ー ド 】ヒ  末革 東 経
調査期間

調査面積
m2

調 査 原 因
市町村 遺跡番号

なが み や しきあと

永見屋敷跡 岡山県津山市
さん げ

ШJ司 9ヾ7-1

33203 35°

03′

57″

Ｔ

σ

γ

平成8年 6月 18日

平成8年7月 30日

150 観光センター移築

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

栞覚農鎮鏃 武家屋敷跡 江戸時代 井戸、濤 磁器、陶器、瓦



津山市埋蔵文化財発掘調査報告第61集

永 見 歴 敷 珠

平成 9年 3月 31日

発行 津山市教育委員会

津山市山北520

印刷 津山朝日新聞社

津山市田町13


